








































す神田健次先生です。向って右におられますのが、小児科医師で、大阪市立大学医学部を卒業され、関西学院大学大学院神学研究科博士課程前期課程 修了 ております堀忠先生です。堀先生は、医療生協・ながほり診療所管理医師として現在お勤めで、勤務先の大阪市西区新町四丁目といいますと、浪花百景といいまして、 坂（阪）の浮世絵に描かれた ころでございますが、大阪 も非常に伝統のある町でございます。
　発表は最初に堀先生がなさいます。そのあと神田先生が
されるということで、残りの二十分ぐらいを質疑応答とし、いろいろな意見交換をしていただき、積極的にご参加くださることを願って ます。それでは最初に、堀先生よろくお願い たします。堀　です。一九七八年に大阪市立大学の医学部を出まして、あとずっと医者と て働 ておりまし 。神 部では、二〇〇六年から毎年ではないですが、聴講生にさせ いただいて、嶺重淑先生のギリシャ語の講義から始 って、勉強させていただいています。二〇一三年から二〇一五年に前期課程に入学を許し ただ て、そのときは土井健司先生のご指導でカッパドキア教父の古い文献を読みました修士を出るのに歴史神 だけではなくて、他のも何単位か
取らないといけないということで、神田先生の、これは宣教思想史に関わるご講義でしたので、二単位だけ講義を取ったのですが、そのときにこういう本があるよと教えていただきました。今日は、神田先生の方から、後ほどこの本の宣教史的な位置づけとか 今後のランバス研究についての位置付けなど、詳しいお話があると思 ますが まだ刊行されていない本ですので、最初にどんな本かというのが、共通の認識に ら いといけ 思いますので、ご紹介させていただきます。
　私、医者の話というのは、だいたい牧師先生や学校の先
生と違って、クライアントからお尋ねがあったこ に ひとりひ り話すというのが仕事ですので、大勢の人に、まとまった話をせよというのは慣 ません。慣れませんのでお手許に一応フルテキストの形にしてあります。
　どういうことを書いているか、どう 問題を扱って
























































































年医師たちが彼のもとで学んだ。その仕事ぶりはよく行き届いたものだったので、医学部教授団による試験を終えた際には、友好的でない政府も、そこになんの欠点もないことを認めざるをえ ほどであった。馬の背に乗っての、多くの困難で危険 旅があった。高地から、僻遠の山地から、患者 クリニックに押し寄せた。彼は千四百回の眼科手術と百五十回の開腹術を実施し 多くの贈物や謝礼が支払われ が、それらは医師の私的な財布には一セント りとも入らかった。このような人生はキリスト教の弁証と、医療職の信頼性と、そして祖国の名誉とを確信させるものである。偉大で傑出 た男女 同僚大学人たちが ヘンリー・ウェストのようなキャリアを選択し る。このような奉仕の有する豊かで戦略 価値 理解するために、大きな想像力は必要ない。それは無限なるものの力によって起こされる、キリスト教徒 人間愛の思想である。それは今日新たに認められつつある、世界におけるキリスト教的事業の一局面 ある。北米の最良 キリスト教徒学生の多くが、こ 生涯にわたる事業の提供を受ける機会、そ ために 求される選抜や訓練、教育機関やなされるべき仕事の一
般的背景、このような奉仕と外国宣教事業のその他の分野との関連性、その他の多くの疑問に関する情報を求めているということは、驚くにあたらない。本書目的はそのような広範な疑問に答えることであり、今日の医療宣教事業につ て、率直かつ知的に現状を提示することである。第一章の導入的な記述においては、このような事業の持つ必要性について 検討を試みたい。
　ソケイヘルニアというのは、主に男性で、腹腔から陰嚢
内に通じるソケイ管、これは遅くとも出生後早期には閉鎖しているべきものですが そ が十分に閉鎖せず、立位歩行そのほかの負荷によってそこに腸管が下がってきてしまう、それが脱腸と言われる状態です。現在でももちろん、救急外来でソケイ部に張りが出来 痛むという訴えでよく見かけられます。痛みがあって 早いうちなら丁寧に圧迫するだ で腸管を腹腔のなかに戻すこと できるの すが、時間が経ちますと腸管が浮腫を起こしまして ソケイ部の靭帯によってます 締め付けられる形になる。 の状態が絞扼性ヘルニアで 。腸閉塞を起こします 緊急に手術しないと死亡に直結します。手術そのものは、腹膜や腸管に傷を付けるわけではあり せんから、比較的安全
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とされていますし、馬の背に乗った道具だけで不可能でもなかったでしょうが、発症後時間も経ち、暗いキャラバンサリー、隊商宿の一室で助手もいないという条件のもとではどうでしょうか。本書中たびたび繰り返される 奇跡的な英雄物語の最初のひとつに当 るものですが、切迫感と緊張、書かれてはいませんが、術後の安堵感まで よく伝わってくる、非常に臨場感 ある描写で おそらくランバス自身も同様な経験をして たの あろ ことをうかがわせます。良くある病状ですから 今も昔も、医学校の上級生であればおそらく現実に、身近で観 経験がある でしょう。そういうエピソードが導入部の冒頭におかれているということは、医学校の上級生を対象に た宣教医師のリクルートという本書の目的にとって極め 効果的で ったもののように思われ
　この部分ですでに、必要性とそれに応える奉仕、それを











































エポックをつくったとか、学者や政治家のことは、名前が大きな事典に残っていきますが どんなに立派なお働きであってもそれが限られた土地の限られた学校とか病院での仕事になりますから、医者や牧師 仕事というのは残りにくい面が る。仕事は残るんですが、けれど名前は辞書は残らない。あ たの尊敬す 人物について語ってくださいというのは、だいたいどこの面接でもどこの小論文でも、想定される問答で一番多い ですか 、ランバス先生が、どういう人を尊敬していたかと う とがわからなくなっていくのは、お人柄を残していく上でも寂しいことだと思います。
　以下、本文に沿って第一章の内容を紹介していきます。　第一節では、医療宣教の対象となるべき地域の範囲が明
示されます。それらの地域では感染症 流行による高い死亡率が主要な問題であることが示 ますが、 方でランバスは「キリスト教諸国におけるよ な、死に く人の苦
しみの緩和は、異教徒には知られていない」ことを重視し、それをこそ「人間的悲惨の深淵」ととらえて るようです。以下引用です。
　　　医療的援助に最も貧しい状況に置かれている人々は、














の資源の欠如」 、特に医療技術の問題 論じられ、 「アニミ




学的な診断法、予防法や治療手段についてはほとんどまったく知らない。このことが、いかなる外科手術の実施に対しても、しり込みがいきわ っていることを説明する。その一方、中国人と韓国人による針（acupuncture ）の使用法は、 「怖いもの知らず」とい
うことの実例である。そ 結果は時には致死的であたり感染を引き起こしたり、また長 鉄の針を関節や腹部や、身体の重要な臓器 刺 こむことで、苦痛を
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悪化させる。 （中略） 「中国医学は、私たちの医学が医学校や系統的教育を欠いていればそうであったであろうところに、留まっている」 。
　　　彼らがだまされやすいのは、信仰の不在がなにご









宣教地」の個々の現状が論じられ、事実上無数の医療宣教団に活躍の余地が残されていることが示されます。そして福音宣教に対する「猜疑と反対」に対して「扉を開かせる」医療宣教師の「任務」が明示 ます。もっとも、示される個々の数字には今日ただちには理解しにくいものがあり、なんらかの誤記であるのか、あるい 当時の宣教団の抱いていた世界像を反映するも であるのか、今後検討 必要であると思われます。とり えずは書いてある通りに訳しておきました。
　　　一九一〇年のエディンバラ世界宣教会議の第一委員






療支援に絶対的にアクセスできない人口の割合は大きい。このことは「パルダ（女性隔離制）の影」でゼナーナ（女性部屋）の囚人となっている四千万人の女性たちにとくによくあてはまる。隔離と放置、非道徳と病気が、恐るべき荒廃をもたらしてきた。インドでは読み書き でき 女性は千人のうち七人にすぎない（中略） 「幼児結婚、寡婦の再婚禁止、刑罰的監禁以下の妻に対する終身的禁固、あらゆる理性的存在とし の教育からの排除、これらが続く限り、 国はステップを上がることはできない。基礎が腐敗し いる、完全に腐敗している、ひどく腐敗しているのだ。男は自らの権利と特権について論じたて 私の見た女た
ちはそんな男たちに耐えている。神よ、男たちを許したまえ」 。
　第五節では「医療宣教団の典型的な宣教地」として中央





る一年間に、英領西アフリカでは三百八十一万五千ガロンのスピリッツが輸入されたと報告している。 （中略）すべての宣教組織、文民統治当局が、そして自分の国境内では禁止に向けて憲法修正を通過させたアメリカ政府が、このこと 注意を向けるべきであり より弱く依存的で 医療援助 われわれが宣教団を派遣しようとしている人種の扱いにおいても、同一の立場に立つべきである。
　そして、結論として召命の問題が示されます。 「人間の





orld fields and their needs lie before us. 
It is a vast expanse and abysm
al depth. It is a call 
w
ith the cry of hum
anity behind it, on the one hand, 
and the voice of G



















not our blessing of health and of the gospel m
ade 
us debtors to the race? H
as it not rolled a burden 
upon us
―
the burden of broken bodies am
ong less 





es another burden: "T
he 
burden of proof to show









keep you out of the foreign field."
　　　世界の諸領域とそれが必要としているものが、われ
われの前に示されている。それは大きなひろがりであり、深い淵である。それは召命であり、一方ではその背後に人間性 叫びがあり、他方ではその上に神のみ声がある。 「召命とは知ら るに至った必要性であり、
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は人にとってどのように訪れるものであるのか、ランバスの召命感が語られる、全篇中の核心的な部分と思われます。それに続いて、医療宣教師の働き 背景に るべきものは、「キリスト教文明」の物質的・技術的な優位性ではなく、 「神のご計画に関与している」という意識でなければならない、ということが明らかにされます。
　　　必要性は召命を構成するひとつの要素である。何















でなければ、いかなる志願者も真の宣教師にはなりえない（中略）これまで医療宣教師が見落としてきたのは、多くはこの点である。いかに大きな天性の才能も、科学的な訓練も、彼を神のみもとに連れて行こう する真実に兄弟的な感覚にま すべての人を引 上げる、優しく共感的な愛の代わり はならない。
　　　祈りは習慣に、態度に、働く力にならなければな
らない。彼は自らが作り出す祈り 雰囲気の中で、働き、生活するべきである。彼にとって 祈りは、一方では神的な恵みの源泉に対して鍵を開けるものし、一方では最もかたくなな心 対して扉を開けるものである。
　　　聖書については、それを力の源泉として直接に認識















て宣教師たちの健康、 「宣教地における身体的能力」を保全し いくべきかが論じられます。いかに多忙で、困難な環境のなかであっても、宣教師の健康が損なわれれば 多大な経費を費やして開始された宣教事業が中断・挫折してしまう。ここでは英雄的自己犠牲の精神などには一切論及されず、ランバスの実務家として 周到さとバランス感覚が示 ています。
　　　働く力は健康によって測られる。すべての宣教団は






































様、信仰への挑戦である。不信仰とい 流砂の上に立てられる活動は、これほどに力強くは りえない かつて祈りと信仰において偉大でなかったような男女の医療宣教師で、真に成功しえた者は誰もいない。すべての準備、すべての科学的装備、すべての人間的熟達












































































に詰めてきています。明らかにならなければ、そのまま名前を記す以外にな のですが、もしここにいらっしゃる方で、ご存知の方がいらっしゃった 、ぜひ教えていただきたいと思います。とにかく最善の努力をつくして、山内一郎先生が訳され した『キリストに従う道』というコール・レクチュアと並んで、ランバス先生の主著のひと であるこの著書の翻訳・刊行 進めつつあります。
　このような重要な著作が、なぜいままで訳されてこな
かったのかという疑問がありますが、日本の かで医療宣教をランバス先生が行っ わけではない で、直接関係がなかったということがひとつの要因だろうと思います。もうひとつは、医学用語が結構出てきますの 医学用語の翻訳というのが ハードル 高かった かなとい ことを感じています。そういう二点ぐら ら、これまで翻訳が行われてこなかった理由 なと推測しております。
　それで、もう内容はお聞きいただいたので、この本書





という計画で、いずれ出版 可能性ということを考えようということでスタートしました。ある時 村田学長と学内でお会 した折、この『医療宣教』の翻訳・出版の可能性について話をい しましたら、積極的に受け止めてくださいました。色々と調整 て下さり 一二五周年の記念事業として位置づけて下さり、本当に心強く思い、感謝しております。
　ここに翻訳原稿がありますが、ほとんど出来ています。


















戸大学の医学部とかにつながっ いくよう 神戸の医療的なベースを築いた 言えます。
　ランバス先生は、主に医療宣教ということでは、中国と
アフリカのコンゴなどで展開されました アフリカの働きについては、亡くなられた中西良夫先生によってずいぶん前にランバス先生 アフリカの宣教活動 関する著書が翻訳されています。中国のことについて私も十年くらい前ですが、上海、蘇州、北京、東北部の吉林あ りまで、ランバス先生の足跡を歩いたことがあります。蘇州では ランバス先生が設立された博習医院が 蘇州大学や の大きな病院のルーツになっています。また現在、中国を代表する病院と呼ばれる北京協和病院も、ランバス先生が貢献した病院がその前身のひとつとなっています。
　一年間北京におられて、医学部の学術書とか設備とか、
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二十世紀になって、お互いに歩み寄っ きたエキュメニカル運動の歴史や課題を研究テーマにしてき います 現在では、カトリックなども一緒になって、世界のいろ ろな問題を考えたり、共同で担うという働き ついて研究を
してきています。歴史的に大きなエポックになったのは、一九一〇年のエディンバラで開催された世界宣教会議と言えます。
　このようなエキュメニカル運動の草創期の中に、私は、
ランバス先生の働きを位置付けることができると思っています。一九一〇年 六月に、エディンバラで、世界中に展開していた宣教師たちが、多様なフロントの問題を持ち寄って協議したというのが、いわゆる キュメニカル運動の始まりと言えます。このエディンバラで、ランバス先生は、非常に重要なセクションである第二分科会「宣教地における教会」の副議長として、重要なリーダー・シップを発揮しています。 実は前身として、 一九〇〇年 ニューヨークで大きなエキュメニカル宣教会議があり、そこでも大きな貢献を果しています。エディンバラ宣教会議にランバス先生が関わった事は知られているのですが、具体的 何をされたというのが、意外とあまり明らかにされ いなかったので、少しそ いうあたりを 拙著 中でも明らかにしたわけです。欧米中心 時代ということは変わり のですが、その宣教地であるアジアやアフリカ、ラテンアメリカに対して、そこの現地の人たち、現地の教会の主体性を大切にすべきだという考え方を、ランバス先生は早くか
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もっておりまして、一九〇一年の会議ですでに提案しています。それは、とても優れたアイデアで、宣教地の文化をむやみに破壞した しないで、新しいキリスト教理解を展開したり、新しい自立した教会のあり方を目指すべきだという方向性を提起 ていま 。エディンバラの世界宣会議という歴史的な宣教会議を提唱した は、ＹＭＣＡなどでも重要な指導力 発揮したＪ・Ｒ・モットという方で、アメリカのメソジストの信徒の方です。この方は ノーベル平和賞をいただいた方です。そ 意味では、ランバス先生の貢献もノーベル平和賞級の働きだと思っています。
　そして、日本メソヂスト教会の初代の監督で関西学院の

















inistry ） 」を、 「人間に対する神の啓示の手段として用い











































キリスト教会のテーマ、 課題 なりまし 。 「和解」と「癒し（
healing ） 」というキーワードが重視されました。肉体

















































部等も、やはり治療とか医療・教育、いろんな分野で医療とか健康に関わっている、そういうために貢献できる学問・研究の新たな展開が見られます。そういう意味で関西学院を創始したランバス先生は 本来そ い 願いを持って、そのために命を懸けてミニストリーを展開されたと言えます。 して、その活動を理論付けて 方向性 示しという意味では、この翻訳の今日的意義というのがあるか
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がとうございました。福音書のイエスの活躍 要約として、プリーチング、ティーチング、ヒーリングとありますね。これは福音書にこと として出てくるわけで ね。その中で、ヒーリング、この前の堀先生の修論のなかに、五世紀 頃のヒーリングは 教会なんかで非常に重んじられていたという発表が、あったのでそうなのだろうなと思うのですが、十八・九世紀になってアメリカにおいて、とくに外国伝道の熱が盛んになってきて、宣教師に医療の必要がある、ランバスのお父さんはお医者さんですから、医療が必要であるということの一般的 先端的な意見が高まってくる背後には、アメリカの医療事情の発展というか、われわれ神学の方は発展史的に多少のあれがありますが、医学の発展が、宣教 が結びついてくる、医学 どのように発達してきたのか。そ あたり ことはまったく無知なものですから、堀先生はお医者さんでもあり、医学的
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まったく関係のない人間ですけれど、ひ つ注目した点があり す。資質として「聖書を効果的に教える能力を持っていなければならない」と うことに注目しまし 実際、どのように教えたかとい のがわかれば、他分野 方に非常に参考に るのではな かと思いました。それが分れば訳していただければなと思いました。例えば 今月四日からスヌーピーという映画が公開されていますが、スヌーピーの作者であるチャールズ・モンロー・シュルツという方は、チャーチ・オフ・ゴッドの非常に熱心なクリスチャンです。彼の漫画の根底 は確実 キリスト教があるんす。聖書の内容を、非常にユーモラス 伝 ています。悲しいかな、クリスチャンでないと理解出来ないような内容だったりもします。堀　ランバスが言っているのは、医者は、どうせ、ちゃん
と話をする修練はしていないのだから、長い話を上手にしよう するなと。ただ、神さまのことばというのは、普段、そこで生きている人が語ることによって注目されるものだから、いい説教 のは福音宣教者 任せ おいて、短くてもいいから、癒しについて、ひとつでもふたつでも、五分か十五分でい から毎日話をしなさい、というふうに書いてあります。具体的に、どういう話であったかと うのは採録されていないので、よくわからない す。伝道のまくいっている例につ ては い つも出てくるので、そういう生きかたを通じて、現地の人が学ぶようになってくれる、現地の人が、現地のことばで話を周り 広げ れないと、伝道というのは実現し かな と。で 、いき りいい話をしたら、人が付 てくると思 なというふうなことは、縷々のべてお でです。神田
　日本で数少ない記録が残っている宇和島で城主の方




についてですが、これがそもそもティーチングとプリーチングと並んで、そこからスタートしているのか、あるいは宣教ということの方法論として医療を見るかという問題です。まず仕える からスタートしましょうと、いまお話でましたけれど、そういう部分もケース・バイ・ケースじゃないので、それはよけいな言い方になって うか 知れません。そもそも医療というのは キリスト教にもともとあるのか、あちこち して く か 、現地に飛び込んでいく、 ず人になにかをしてあげる いう方法論的な意味合いも ったのか、そのあたりは かがですか。神田
　先ほど西垣先生が聖書の話をされましたが、マタイ
















ない限りは、そんなにはなかったかと思います。ただ、先ほどの、エディンバラのレポートで出てきましたよう 、次から次に宣教師やその家族が健康を害してい わけです。ランバス先生のご家族の関係でも 、何度も帰国ということがあります 一九一〇年あたりで、あ りにも健康を害した宣教師や医療宣教師が多かっ のちっとしたコントロール りトレーニングというのを同時に呼びかけていったことも、二十世紀に入っ からではないでしょう 。ただ医療宣教師に関しては、ある程度のことはされていたと思いますけれど。
堀　むしろ、宣教師自身の身を守るために、ちゃんと野菜は洗って食べないといけないとか、ハエ は気をつけなさいとか、ちゃんと教えてから、派遣しなさいというようなことを、本国のボードに勧告している ころを見ると、あまりされなかったばかりに、働きが十分に出来 かった方もいたのかなと思います。山内
　今日はこの会に出させていただいて、ほんとうに有







が、よく言われますように、宣教と教育、それは議論が今までずっとあったので が、残念ながらセラペイアの面が、非常に関心が薄か ところ あると思うんです。しかし、今の時代いろいろな意味で、癒しの問題 い のがクロー
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定着しているのですが、これは漢字としても 述べるも、教えるも、みな言語に関わっているね。セラペイアというのはもっと広い言語を超えて献身的な関係を表 。そういう意味でどうしても神学的には聖書中心説教中心にな のですが、いまミッションという日本語がかなり定着 ているようです。意味合い、受け止め方はだいぶん違いますが、これを宣教というのを のまま使うかはまたご検討をいただいて 思います。永田
　ありがとうございました。これをもちまして第
四十五回の関西学院史研究会を終りたいと思います。堀先生と神田先生にもう一度拍手をお願いい ます。本日
どうもありがとうございました。 　　
